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アプリケーションの全てを計測せよ︕
〜DevOps⽂化醸成における計測の重要性〜
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⾃⼰紹介

New Relic 株式会社 ソリューションコンサルタント
佐々⽊ 千枝 (ささき ちえ)

デジタルビジネスに可観測性を提供するためのSaaSプラットフォーム、
New Relic のソリューションをお客様にご提供しています
■ソリューション例
・DevOpsの計測 (今⽇のテーマ)
・クラウドネイティブな環境への移⾏と運⽤
・カスタマーエクスペリエンスの向上
ご興味のある⽅はお気軽にご相談ください︕

某ゲームキャラと同姓同名です
(画像はニコニコ⼤百科から引⽤)

こっちの佐々⽊は
ボーカルでなく

キーボード弾きです
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本⽇のアジェンダ
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1. DevOps やってますか︖
2. DevOps における計測の重要性
3. New Relic によるDevOps の計測ソリューション

1. フルスタックな計測プラットフォーム
2. DevOps 計測に向けたソリューションガイド

4. まとめ
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DevOps やってますか︖
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DevOps おさらい
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アジャイル開発のような動的な環境変化に対してうまく対処できる
よう、組織が協⼒し合うための⽂化運動

ウォーターフォール アジャイル(1⽇10以上のリリース)

[この⽅式が合理的な(だった)理由]
• ⼀度仕様を決めたらその後⼤きな変更

がない
• ⼀度リリースしたあとに修正する(例.

クラサバアプリケーション)のがたい
へんなので最初からきちんと作る

[この⽅式が合理的な理由]
• ビジネスの状況に応じて仕様を柔軟に

変えていく
• リリース後も頻繁に修正できる

(例.Webアプリケーション)ので完成
度よりスピードを重視
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こんなDevOps はいやだ ①

アプリ
開発者

インフラ
運⽤者

+

歌って(開発)踊れる(運⽤)
ｽｰﾊﾟｰｴﾝｼﾞﾆｱ

「ｽｰﾊﾟｰｴﾝｼﾞﾆｱに2⼈分の働きをしてもらうのがDevOpsである」

神

→スタートアップのフェーズでそういう⼈材が必要なケースも
あるが、スケールしないしエンジニアが死ぬ
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こんなDevOps はいやだ ②

「社内でDevOpsを推進しようとしているものの、現場にさっぱり浸透しない」

アプリ
開発者

インフラ
運⽤者

壁・・・ ・・・

DevOps推進

なかなか浸透
しない

→組織のサイロを解消しない限りDevOpsは成功しない
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こんなDevOps はいやだ ③

「DevOpsってつまり⾃動化ツールを導⼊すればいいんでしょ︖」

華美

バージョン
管理ツール

CIツール CDツール

構成管理
ツール

DevOps推進

まずは
⼊れてみた

→ツールは⾏動に影響を与えるが、DevOpsができていること
の⼗分条件にはならない
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何かの名⾔じゃないですが

DevOpsは

⽂化
です
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DevOps の⽂化とは

Devチーム

Opsチーム

営業チーム

マーケティング
チーム

個⼈同⼠のコラボレーション
とチーム同⼠のアフィニティ

DevとOpsだけではなく、
ゴールを共有する⼈全て

が関係者

“DevOps”というチーム
やロールはない

(⇔SRE)
最終形態ではなく
継続的なプロセス

何のツールを使っているか
ではなくどうツールを活⽤

しているかが重要

参考: Effective DevOps (Jennifer Davis 他)

ステイクホルダー
が関わり合って

改善し続ける⽂化
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たくさんの⼈が関わる⽂化を変えるのは簡単ではない

秘伝のタレを各⼈
が守っている
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スタート地点︓現状を知り、共通認識を得る

私たちのアプリケーション
は今どうなっているのか︖
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DevOps において計測は⽂化醸成の⼿助けとなる
ビジネスの変化システムの変化

顧客の嗜好・⾏動は⽇々
変化する

DevOps は⽇常的な変更
を前提としている
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Step
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システム

ビジネス

プロダクト
オーナー

プロダクト
マネージャー

アプリ
開発者

インフラ
運⽤者

変化を計測した情報が、DevOpsに関わる⼈々の間で
何をすべきかの共通認識となり協業が⽣まれる
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こんなことも実現可能に

バージョン
管理ツール

CIツール CDツール

構成管理
ツール

アプリ
開発者

インフラ
運⽤者

⾃動化ツールも真価を発揮

組織のサイロの解消

協業︕

⾟い⼈が減る

16
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計測はDevOps の成熟度の評価基準でもある

Culture（⾏動様式）
Automation（⾃動化）
Lean（無駄の排除）
Measurement（計測）
Sharing（共有）

⾼度に成熟したDevOpsチームの66%はキーと
なるシステムメトリックの計測を⾃動化し、
34%はビジネスレベルの計測をオンデマンドで
取得可能な状態にしている

出典: State of DevOps Report 2018 (Puppet)
17
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⾼度に成熟したDevOps チームの例

最も⾼度に成熟したDevOps チームは、未熟なDevOps チームと⽐較して

46倍以上

頻繁にコードを
デプロイ

2,555倍短い

コードのコミット
からデプロイまで
のリードタイム

1/7

の変更失敗率

2,604倍早い

インシデントから
の回復時間

出典: Accelerate: State of DevOps 2018 (DORA)
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DevOps 計測のチャレンジ(1) ツールのサイロ化
各ロールの計測したいこととそれを実現するツールがサイロ化している

プロダクト
オーナー

プロダクト
マネージャー

アプリ
開発者

インフラ
運⽤者

ビジネス システム

計測
したいこと

DevOpsに
関わる⼈物

売上/コスト
顧客⾏動

ユーザー
エクスペリエ

ンス
インフラの

状態
アプリの

状態

利⽤ツール それぞれ異なるツール

計測したいことは実際には密接に関
わり合っている

ツールも共通化するのがベスト︕
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DevOps 計測のチャレンジ(2)複雑で動的なシステム
従来のシステムと⽐べて構成要素が多く、動的に変化する

オンプレミス

クラウド仮想マシン

コンテナRDB

NoSQLAPI

マイクロサービスブラウザ

モバイルアプリ

フロントエンド バックエンド

⽇常的に変更が発⽣する

20
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DevOps 計測のチャレンジ(3)そのために時間をとる

( ´_ゝ`)

俺、2時間しか寝てないわ
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DevOps 計測の実現に向けてNew Relic が提供しているもの

フルスタックな
計測プラットフォーム

DevOps 計測に向けた
ソリューションガイド
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New Relicが提供しているもの(1)
フルスタックな計測プラットフォーム

24
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すべてを計測し、⾒通すための場所
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New Relic – フルスタックな計測プラットフォーム

26

ブラウザ
アプリ

モバイル
アプリ

アプリ
ロジック

DB

サーバー コンテナ

クラウド

デジタルビジネスに関わるあらゆるコンポ
ーネント(エンティティ)の情報を収集し、
集約して⼈が⾒やすい形式に可視化する、

Observability(可観測性)を提供

API
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New Relic の特徴(1)
DevOpsに必要なすべてを計測できる

ビジネスゴール
⽇次の
収益

カートあたりの
売上

売れ筋商品

カスタマー・エクスペリエンス

アプリケーション/インフラパフォーマンス

サービス品質

可⽤性
アプリエラー

Javascriptエラー

開発の俊敏性

変更のリードタイム
デプロイ数

MTTR

CVR
(顧客転換率)

エンゲージメント エンドユーザー
パフォーマンス

アプリケーション
パフォーマンス

クエリー速度 バースト時の
スケール

27
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シナリオ1: アプリケーション/インフラパフォーマンスの計測

着⽬するメトリック: パフォーマンス関連
✓ アプリケーションレスポンスタイム
✓ インフラの規模、可⽤性
✓ クラウドへの⽀出
✓ ホストの稼働率
✓ データベースのパフォーマンス
✓ 3rd Party のサービスパフォーマンス

28
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ダッシュボード例:
うまく動いていない場合、どこに原因があるのか?

29
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シナリオ2: カスタマー・エクスペリエンスの計測

着⽬するメトリック: 顧客エンゲージメントや満⾜度
✓ Apdex – フロントエンドおよびバックエンドの性能指標
✓ ページロード・タイム
✓ インタラクションまでの時間
✓ カートの放棄率
✓ 収益に影響するエラー
✓ ユーザーごとの⽀払い失敗発⽣状況
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ダッシュボード例:
⽀払いサービスのカスタマー・エクスペリエンス

31
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シナリオ3: ビジネスゴールの計測

着⽬するメトリック: ビジネスの価値
✓ 取引当たりの収益
✓ プロダクトミックス
✓ 取扱量
✓ 平均注⽂額
✓ 成⻑率

32
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E-コマース ⽇次の収益

メディア 広告のヒット率

SaaSビジネス 解約率
新規顧客数

ダッシュボード例:
ビジネスゴールに則したITダッシュボード

キーとなるメトリック ダッシュボード分野

33
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New Relic の特徴(2)
クラウドや最新鋭の技術要素をリアルタイムに計測

34
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New Relicによるクラウド計測の例
- クラウド利⽤が最適化されているかどうか -

35

クラウドコスト概要

サービス利⽤状況

実際の稼働状況
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New RelicによるKubernetes計測の例
- アプリケーションとPodを⼀気通貫で可視化 -

Node

Pod

コンテナリソース状況

アプリ稼働状況

36
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New Relic の特徴(3)
導⼊・設定が簡単︕︕

1. 弊社サイトからサインアップ
https://newrelic.com/signup
(2週間無料トライアルできます)

2. New Relic サイトにログインし、
画⾯上のガイダンスに従ってセット
アップ(エージェントを導⼊)

3. 数分待つとアプリケーションの
稼働状況が可視化された状態で表
⽰︕(スケーラビリティもばっちり)

SaaSって便利︕
※初めて触ったときリアルに感動した

(´;ω;`)ﾌﾞﾜｯ

37

https://newrelic.com/signup
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New Relic を使ったDevOps の計測によって
$13.2M 節約できる︕

38

MTTR コスト削減
($6.5M)

∞ インシデントの30%削減
∞ MTTRの削減

ツールの削減
($4.7M) ITの⼈的リソースの再アサイン

($1.7M)

インフラコストの
削減($328K)

出典: “The Total Economic Impact  Of The New Relic Platform” (Forrester)

https://blog.newrelic.com/product-news/forrester-total-economic-impact-report/
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DevOps の構成メンバーに合わせたトータルな計測を
ビジネス
デザイン

プロダクト
オーナー

プロダクト
マネージャー

製品
デザイン

開発

アプリ
開発者

サポート

カスタマー
サポート

管理

インフラ
運⽤者

39
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New Relic が提供しているもの(2)
DevOps 計測に向けたソリューションガイド

40
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インストゥルメント
と基準値の策定

KPIs

SREの4つのゴールデン
シグナル, Apdex

Prepare(準備)
1.

リアルタイムなフィードバックの
取得と変更作業が及ぼす

影響の理解

KPIs

可⽤性,デプロイ頻度,
デプロイ失敗頻度,変更リードタイム, MTTD, 

MTTR

Activate(活性化)
2. 継続的な⾃動化、

コミュニケーション
および改善

KPIs

SLO の範囲, SLO 遵守率,
ホストのリソース使⽤率, 
⻑期化したインシデント数

Optimize(最適化)
3.

すばやく価値を得る

成功のために確⽴する

⻑期的な利益を獲得する

DevOps 計測に関するNew Relic の⾏動規範
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⾏動規範の由来: New Relic 内のDevOps 実践経験

現在当初
New Relic のアラートと
ダッシュボードを活⽤︕Ruby のモノリシック

アプリ

サイロ化したチーム

頻繁でないリリース

リアクティブな
モニタリング

300以上の
マイクロサービス

50以上のSREが
内包された開発チーム

1⽇に20-70デプロイ

1分間に15億のイベントと
メトリックを取り込み

42
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ステップ1: 準備
インストゥルメントと基準値の策定

Activate(活性化) Optimize(最適化)Prepare(準備)

New Relicの導⼊と設定 現状の可視化とSLOの策定 SLOに基づくアラートの設定

43
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現状の可視化とSLOの策定

44

サーバーサイドはど
のくらいのパフォー
マンスを出している
のか︖

ユーザーエクス
ペリエンスの
実態は︖

解消すべき
エラーが︕
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4つのゴールデンシグナル(SRE)のモニタリングと
アラート設定

45

①遅延(Latency) ②処理数(Traffic)

③エラー(Error) ④リソース使⽤状況(Saturation)
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ステップ2: 活性化
リアルタイムなフィードバックの取得と変更作業が及ぼす影響の理解

Optimize(最適化)Activate(活性化)Prepare(準備)

チームで共有する
ダッシュボードの作成 変更作業前後の推移を⽐較 インシデント対応の⾃動化 コードリリース状況の評価

46
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頻繁にリリースし、速やかにフィードバックを得る

47

モバイルアプリ
がクラッシュ
したユーザー数

イラッとした
ユーザーの
割合

どれくらい新
バージョンの
アプリが使わ
れているか︖
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ステップ3: 最適化
継続的な⾃動化、コミュニケーションおよび改善

Activate(活性化) Optimize(最適化)Prepare(準備)

顧客体験の改善アプリ依存関係の把握 インフラの最適化 運⽤レビューの実施可視化の⾃動化

48
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継続的な改善

49

SLAを遵守でき
ているか︖

どれくらいの
デプロイが失敗
したのか︖

MTTRはどれ
くらいか︖
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DevOps 計測に向けた
ソリューションガイド(全体像)

Prepare(準備)

Activate(活性化)

Optimize(最適化)

50

アプリやインフラの変更がSLO
にどう影響したか理解

共通のインシデント対応プロセ
スの作成

信頼性に対する問題に対処する
ためのチーム間での共有ダッシ
ュボードの作成

エラーやスロートランザクション
の診断と解決

アプリケーションサービスマップの作成と主要な
ボトルネックの解決

サービスレベルのデリバリの達成状況を部⾨横断
的に広くレビュー

信頼性向上のためエンドユーザーをコホート分析
チームダッシュ
ボードの確⽴

インパクト
の

継続的観測

アプリやイン
フラの変更が
SLOにどう影
響したか理解

アプリの
改善

依存リスクの軽
減

KPI
エラー率, 遅延、トラフィック量、
リソース使⽤率/飽和率、Apdex, 

KPI
可⽤性、デプロイ頻度、デプロイ失敗頻度、

変更リードタイム、MTTD、MTTR

KPI
SLO の範囲, SLO 遵守率,
ホストのリソース使⽤率, 
⻑期化したインシデント数

⽬標と
ベースライン

の確⽴

アプリケーションへのリソースの割り当てを
最適化

プロアクティ
ブなアラート

の設定

インシデントや停⽌などの再現
性のある問題

コードを頻繁かつ安定的にデリ
バリできていることを計測

コードパイ
プラインの

計測

開発者の負担なしに可視化を当たり前のものと
する

顧客体験の
改善

インフラ
リソース

サイジング

可視化の⾃動化

運⽤
レビュー

SLOとパフォーマンスのベースラ
インを確⽴

システムパフォーマンスを適切に
理解するためのアラートを設定
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1. DevOps やってますか︖
2. DevOps における計測の重要性
3. New Relic によるDevOps の計測ソリューション

1. フルスタックな計測プラットフォーム
2. DevOps 計測に向けたソリューションガイド

4. まとめ
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まとめ
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• DevOpsは動的な環境変化に対してうまく対処するための組織⽂化である
• DevOps を正しく計測をすることにより、DevOps の成熟度や効果の向上が

期待できる
• New Relicは以下の2つを提供することでDevOps の計測の実現を⼿助けする

DevOps 計測に向けた
ソリューションガイド

フルスタックな
計測プラットフォーム
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DevOpsおよびSREチームに
よって効果的なサポートと効率
的なインシデント対応を実施

継続的デリバリーをAWS上
で実施しており、New Relic

を使って管理
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– Cameron Tuckerman-Lee, Site Reliability Engineer

今やバックエンドエンジニアが
フロントエンドの信頼性に対して

プロアクティブな対応を実施

お客様事例 ①

Reliability matters. If our site is slow or goes down, not only are we 

losing money, it’s a bad experience for our customers – both end 

users trying to book, and for Airbnb hosts.

信頼性は重要です。もし私たちのサイトが遅いかダウンした場合、私
たちはお⾦を失うだけでなく、お客様 – 予約するエンドユーザーと
Airbnbのホスト両⽅ - に対して悪い体験を提供することになります
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SREチームがNew Relicを
使ってインフラとアプリを

⼀貫して監視

AzureやAWS上のDocker
環境上で動く様々な⾔語の
アプリケーションを管理
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– 江尻 好治 ⽒, ソフトウェアエンジニア

New Relicによりデプロイ直後
のパフォーマンスの低下を検知し、
各種ドリルダウンの機能を⽤い

修復が容易に

お客様事例 ②

ダッシュボードを起点に天気によって数字が刻々と如実に変わります。
天気予報をダッシュボード上に載せたいくらいです。

New Relic がサービス品質改善の起点になっており、開発者間のコミ
ュニケーションで重要な基盤になっています。

– Quentin Plessis ⽒, ソフトウェアエンジニア
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さらに詳しく知りたい⽅はこちらへ
弊社サイト

DevOps ソリューションページ
https://www.newrelic.co.jp/devops

New Relic 無料トライアル
https://newrelic.com/signup

もしくは直接社員まで︕
受付前でブース出展しています

55

https://www.newrelic.co.jp/devops
https://newrelic.com/signup


Thank You
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New Relic Japan のFacebook ページ


